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平成 28 年度第２回専門委員会実験指導委員会資料 

 

１．花粉の発芽と花粉管の伸長実験について (生物実験書１２) 

 

 一昨年の本校ＳＳＨの科学研究で，いろいろな花の花粉の発芽を調べる研究を行った生徒がいたが，

発芽しないものがほとんどだった。以前は授業の中で花粉の発芽実験を行っていたので，発芽しないこ

とを，かなり不思議に思っていた。今年度，新課程の生物（基礎なし）を担当して，教科書に花粉の発芽

実験が載っていることもあり，今回，少し具体的に調べてみたいと考えた。 

 

●実験書より 

・実験の寒天培地の簡単な作り方 

     水 90ｇ，スクロース 10ｇ，寒天 1ｇをビーカーに入れてかき混ぜ，電子レンジで加熱する。 

 ・ 確実に花粉の発芽を観察するには 

①若い花を選ぶ。花期のはじめの頃がよい。 

     ②湿度が高い方がよく発芽する。 

     ③花の個体差があるのであらかじめテストをする。 

     ④園芸品種によっては花粉ができない，または不稔のものがあるので注意する。 

     ⑤１時間の実験で終了したいときは，短時間で花粉が発芽する材料を選ぶ。 

・花粉の発芽，伸長の実験にふさわしい材料 

    様々な花粉の発芽を室温下で調べた結果を以下に示す。 

植物名 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3（月）発芽時間 発芽率

ツバキ ○ ◎

ビワ ○ ◎

サザンカ ○ ○

サルスベリ ◎ ◎

チャ ◎ ◎

ﾏﾂﾖｲｸ゙ｻ ○ ○

ダンギク ◎ ○

ユリ ○ ◎

ｱﾙｽﾄﾛﾒﾘｱ ○ ○

ホクシア ○ ○

ｸ゙ﾗｼ゙ｵﾗｽ ○ △

ﾑﾗｻｷﾂﾕｸｻ ◎ ◎

ﾌﾞﾗｲﾀ゙ﾙﾍ゙ｰﾙ ◎ ◎

チューリップ △ ○

ミズキ ○ ○

 

(                       ：花期） 

  発芽に要した時間 ◎ は３０分以内  ○３０分以上２時間  △２時間以上 

  発芽の状態       ◎ほとんど発芽    ○半分以上発芽      △半分以下   ×発芽せず 

 



 材料としてお勧めできるもの４種 

実験が１時間以内で終了できるように発芽時間の短い（10～15 分）材料を選んだ。 

 

ムラサキツユクサ 

  （ツユクサ科） 

 花粉の量も十分とれるので材料としては適している。花粉は大きく観

察しやすい。花が咲いているときにあらかじめ切って生けておくとよ

い。午前中咲いていても午後にはしぼんでしまうことがあるので注意

する。 

ブライダルベール 

  （ツユクサ科） 

 花期が長いので入手しやすい。花粉の量が少ないためたくさんの花が

必要である。発芽時間が特に短いため観察しやすい。花粉管は細い。 

 サルスベリ 

  （ミソハギ科） 

 花粉の量が多く，発芽率も高いのでほぼ確実に見える。しかし，花期

が８月下旬から９月上旬と限られる。 

 チャ 

  （ツバキ科） 

 花粉が大きく，太い花粉管を伸ばすので観察しやすい。原形質流動も

観察できる。染色した核が見やすい。 

 

●教科書より 

・数研 生物 p.192 

材 料：トレニア （花期：５～１０月 非耐寒多年生草本） 

培養液：①硝酸カルシウム 0.3g＋ホウ酸 0.1g を蒸留水 10mL に溶かす。 

    ②PEG(ポリエチレングリコール)4000 15g に蒸留水を加え，100mL にした液に，スク

ロース 1g，①の液１ｍL を加えてよく混ぜる。 

 

 

・東書 生物 p.208～ 

材 料：ホウセンカ，アフリカホウセンカ，ツバキなど 

培養液：90g の蒸留水に 10g のスクロースと 1g の寒天を加えて，加熱して溶かす。 

 

・啓林館 

材 料：被子植物の成熟した花粉（ホウセンカの仲間など） 

培養液：10％（質量％）の寒天液 

 

・第一 

材 料：ユリの花 

培養液：８％（重量％）のスクロース液，寒天粉末（２％濃度で作成），シリカゲル 

 

・実教 

材 料：被子植物（ホウセンカ，テッポウユリなど） 

培養液：１％寒天液（１０％スクロースを含む） 

 



 

 

 

 

 

 

２．実験指導委員会の活動計画とホームページの利用について 

 

高教研生物部会ホームページの専門委員会のページに資料を載せることで，活動を積極化させてい

く。 

【 生物部会の HPアドレス： http://www.biology.koukyouken.ibk.ed.jp/   】 

 

① 各回の専門委員会資料を掲載する。 

② 欠席者への資料・報告書の提供（活動の方向性も示す？ 文書の形式で） 

③ 出席者の確認方法の確立（実験指導メーリングリストを作る【来年度から？】） 

 

 

http://www.biology.koukyouken.ibk.ed.jp/

